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リチウムイオン二次電池は、エネルギー・環

境問題を克服するためのエネルギーストレー

ジとして期待されている。 

我々は、ひずみイメージングという手法をリ

チウムイオン電池の計測に応用し、そのイオン

の動きを捉えることに成功した。[1] ひずみイ

メージングの概略図を Fig. 1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1. 実験概略図 

リチウムイオンが例えば負極活物質である

グラファイト粒内に挿入されると、グラファイ

トは膨張し、排出されると収縮する。このグラ

ファイト粒子の体積変化(ひずみ)を走査型プ

ローブ顕微鏡(SPM)で検出し、イメージングす

ることにより個々のグラファイト粒子へのリ

チウムイオンの出入りを電池動作中に非破壊

で捉えることができる。表面形状と体積変化を

分けて検出するために、電池への印加電圧を変

調(f Hz)する。カンチレバーの振動の f Hz 成分

をロックイン検出することで、表面形状と同時

に体積変化の振幅像と位相像が得られる。 

今回はスイッチで断続的に充電方向に電圧

を印加することで、リチウムイオンが負極に挿

入されて起こる体積膨張のみをイメージング

した。 

得られた画像の一例を Fig. 2 に示す。振幅像

が体積膨張の大きさ、位相像は入力電圧と体積

膨張の位相差を表す。 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2. (a)振幅像, (b)位

相像, (c)表面形状, 印加

電圧 4V, 変調周波数

500Hz, 走査範囲 30×30

μm. 

 

 表面形状の凹凸は振幅像と位相像に影響を

与えていない。振幅像の暗い領域では膨張が小

さい。この信号減少により、位相も変化してい

る。これはリチウムイオンの吸蔵量が小さいグ

ラファイト粒を示している。講演ではより詳細

に実験方法と結果について説明する。 
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